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改訂履歴 

日付 版数 改訂内容 

2021.12.23 初版 初版です。 

2023.12.28 2 版 
p.164 記載内容を修正 

p.166 記載内容を修正 

2025.5.28 3 版 p.219,p.256 Windows11 に関する内容を追記 

2025.9.3 4 版 
初期設定リストの内容を変更 

・自動ポートアップデート 

2026.7.14 5 版 仕様欄 4,8,16CH 電源電圧の内容を修正  
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パスワードメモ 

本機へのアクセス用のパスワードメモとしてお使いください。 

パスワードは、不正アクセス防止のため必ず定期的に変更してください。 

また、設定したパスワードは第三者に漏れないよう大切に保管してください。 

 

本機の初期パスワードは初回起動時に設定されます。 

初めてパスワードを設定する場合は、「1.6 初回起動時の設定をする（p.37）」をご覧ください。 

以後、パスワードの変更方法については、「3.4.3 パスワードを変更する(p.107)」をご覧ください。 

 

パスワード 設定日 備考 
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1章 はじめに 

 

1.1 概要 

本機は、IP カメラ入力に対応したネットワークビデオレコーダーです。 

IP カメラを最大 4 台（KB-IRIP04A） / 8 台（KB-IRIP08A） / 16 台（KB-IRIP16A）まで接続することが 

できます。 

録画には H.264 に加えて、圧縮率の高い H.265 形式を採用することでデータの長期保存が可能です。 

本機の操作には主にマウスを用います。リモコンでの操作も可能です。 
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1.2 セット内容 

以下のものが入っているかをご確認ください。 

 

レコーダー本機 ｘ1 
 

 

マウス ｘ1 

 

リモコン ｘ1 /  

テスト用電池 1.5V ｘ2 

 

USB メモリー ｘ1 

（取扱説明書など） 

※録画データのバックアップにも 

ご利用いただけます。 
 

簡易取扱説明書 ｘ1 

クイックスタートガイド ｘ1 

      

電源ケーブル ｘ1 

 

AC アダプター ｘ1 

（KB-IRIP04A のみ） 

 

ケーブルクリップ ｘ1 

（ＫＢ－ＩＲＩＰ04Ａのみ） 
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1.3 本機各部の名称とはたらき 

【 前面パネル （KB-IRIP04A） 】 

 

 

 

 

No. 名称 用途 

1 電源ランプ 電源が入っている間、点灯します。 

2 録画ランプ カメラ映像を録画中に点灯します。 

3 ネットワークランプ クライアント PC からのネットワークアクセス中に点灯します。 

4 アラームランプ アラーム出力中に点灯します。 

5 リモコン赤外線受信部 リモコンからの赤外線信号を受信します。 

6 USB ポート マウスまたは USB メモリーを接続します。 

 

【 前面パネル （KB-IRIP08A / KB-IRIP16A） 】 

 

 

 

 

 

No. 名称 用途 

1 電源ランプ 電源が入っている間、点灯します。 

2 録画ランプ カメラ映像を録画中に点灯します。 

3 ネットワークランプ クライアント PC からのネットワークアクセス中に点灯します。 

4 アラームランプ アラーム出力中に点灯します。 

5 リモコン赤外線受信部 リモコンからの赤外線信号を受信します。 

6 USB ポート マウスまたは USB メモリーを接続します。 

 

① ② ④ ③ 

⑤ ⑥ 

① ② ④ ③ 

⑤ ⑥ 







 

23 

 

1.4 リモコンの各ボタン名称とはたらき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源をオンまたはオフします。 

検索画面を表示します。 

バックアップ画面を表示します。 

再生モードでの（逆）再生の変更、 

再生速度を調整します。 

現在の画面を終了し、 

前の画面に戻ります。 

メニュー内の項目選択や 

カーソルを動かします。 

ライブまたは再生モードでのチャンネル 

選択として機能します。 

また、パスワード入力時にも使用します。 

使用しません。 

使用しません。 

緊急録画を開始します。 

シーケンス表示を開始します。 

システム設定画面を表示します。 

ライブ画面にツールバーを 

表示します。 

メニュー項目の選択や 

設定を適用します。 

分割モードを切り替えます。 
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1.5 各種機器を接続する 

マイクやスピーカーなど外部機器を使用する場合は、以下の図を参照して本機に接続してください。 

 

【 各種接続の全体イメージ 】 

 
各種接続方法については、以降のページをご覧ください。 
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1.5.1 IP カメラを接続する 

本機は、PoE HUB を内蔵しているため、IP カメラを背面の CAM1～CAM16 端子に接続することで、 

カメラに電源を供給することができます。 

 

 

 

<< 注意 >> 

・ LAN ケーブルは必ずシールド付きのケーブル（STP・FTP ケーブル）を使用し、本機もアース接続を 

行ったうえで運用してください。電気的ノイズにより機器の動作不良や故障につながる恐れがありま

す。 

・ 本機の 1 つの映像入力端子（IP CAM/PoE）に対して 2 台以上のネットワークカメラを接続しないでく

ださい。 

・ 外部 HUB 経由でカメラを複数台入力する場合は、WAN ポートに接続してください。 
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1.5.2 メインモニターを接続する 

メインモニターへの接続は HDMI または VGA 端子ケーブルを使用してください。 

本機は、HDMI と VGA の同時出力が可能です。 

メインモニターの画面では、ライブ画面や検索・再生、本機の各種設定が操作可能です。 

 

<< 注意 >> 

メインモニターは必ず下記のいずれかの入力解像度に対応したモニターをご使用ください。 

 3840 x 2160 （QFHD（4K）） ※HDMI のみ出力可能です。 

 2560 ｘ 1440 （WQHD） ※HDMI のみ出力可能です。 

 1920 ｘ 1080 （FullHD） 

 1280 ｘ 1024 （SXGA） 

 1280 ｘ 720  （720p） 

 

上記のいずれにも対応していないモニターは使用できません。 

モニターを接続し、本機を起動することで自動的に最適な解像度で映像を表示します。 

対応モニターであっても正常に表示されない場合は、本機設定にて手動で解像度を設定してください。 

解像度の設定については、「3.2.2 画面切替え時間/モニター出力解像度を設定する（p.91）」を 

ご覧ください。 

 

 

 

 

1.5.3 SPOT OUT モニターを接続する 

SPOT モニターへの接続は、BNC 端子ケーブルを使用してください。 

HDMI・VGA と合わせて同時出力が可能です。 

SPOT モニターの画面では、ライブ映像のみの表示となりマウスやリモコンでの操作はできません。 

 

SPOT モニターでの画面表示パターンについては、「3.2.5 SPOT OUT モニターの表示パターンを設定する 

（p.97）」をご覧ください。 
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1.5.4 電源コードを接続する 

本機に AC アダプターを以下のように接続してください。 

電源コード接続後は、自動的に起動シーケンスに移行します。 

起動後の動作については、「1.6 初回起動時の設定をする（p.37）」をご覧ください。 

 

<< 注意 >> 

下記事項は必ずお守りください。 

 電源コードおよび AC アダプターは必ず同梱品のものをご使用ください。 

 電源を投入する前に必ずアース接地工事または、アース接続を行ってください。 

落雷や静電気などにより本機が故障するリスクを低減できます。 

 アース線は、同梱品の電源ケーブルについているアース線（緑色）をご利用ください。 

 

 

 

 

 

アース線 
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1.5.5 外部センサーや警報機を接続する 

本機は、外部センサーや警報機器と連動し、様々なイベント通知を行うことができます。 

付属の端子ブロックに信号線を接続してから本機へ装着してください。 

※端子ブロックへの接続間違いにご注意ください。 

 

本機の接点端子は全て無電圧接点です。 

NO/NC は本機の設定画面で選択できます。 

 

• 外部センサー（アラーム入力信号）を接続するには・・・ 

1. アラーム入力機器の信号線の＋極を本機背面の 〈 ALARM IN 1～4/8/16 〉ポートに 

差し込みます。 

2. アラーム入力機器の信号線の－極を本機背面の 〈 GND 〉ポートに差し込みます。 

3. 差し込み後、2 本の線を引っ張り、抜けないことを確認します。 

 

※信号線の接続箇所は以下の図を参照してください。 

 

【 KB-IRIP04A の場合 】 

 

 

外部センサー 
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1.5.6 PTZ カメラを接続する 

PTZ カメラを接続して制御線にて制御する場合は、RS-485 端子に接続します。 

付属の端子ブロックに信号線を接続してから本機へ装着してください。 

 

• RS-485 を接続するには・・・ 

1. 本機背面の 〈 D＋ 〉 に PTZ カメラの 〈 D＋ 〉 を差し込みます。 

 

2. 本機背面の 〈 D－ 〉 に PTZ カメラの 〈 D－ 〉 を差し込みます。 

 

※モデル毎の信号線の接続箇所は以下の図を参照してください。 

 

PTZ カメラの設定については、「3.1.7 PTZ 設定（p.85）」をご覧ください。 

※RS-485 接続については、PTZ カメラのユーザーマニュアルをご覧ください。 

 

【 KB-IRIP04A の場合 】 

 

 

 

 

PTZ カメラ 
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1.5.7 音声機器を接続する 

音声機器との接続には、RCA 端子ケーブルを使用してください。 

マイクなどの音声入力機器は、背面の 〈 AUDIO IN 〉ポートに接続してください。 

スピーカーなどの音声出力機器は、背面の〈 AUDIO OUT 〉ポートに接続してください。 

※本機は、ラインレベル入力のみ対応しています。 

 

<< 注意 >> 

カメラによってカメラからの音声を録音できない場合があります。 

あらかじめご了承ください。 

 

音声出力の設定については、「2.6.2 音声出力 CH を切替える（p.58）」または、 

「3.3.1 スピーカーから音声を出力する（p.100）」をご覧ください。 

 

1.5.8 USB デバイスを接続する 

付属のマウスや USB メモリーは USB 端子へ接続してください。 

 

USB メモリーを接続すると、記録映像のバックアップやシステム設定の保存（読込み）、ファームウェアの 

アップデートを行うことができます。 

 

 

 

 

電力消費の多い外部ストレージを接続する場合は、そのストレージ用に個別の電源を使用することを 

推奨します。 

 

<< 注意 >> 

本機に接続する USB メモリーや HDD のファイルシステムは、「FAT32」に設定した上でご使用ください。 

NTFS などその他ファイルシステムで構築されている場合、本機ではご使用になれません。 

 

USB メモリー マウス 
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1.5.9 ネットワーク機器を接続する 

本機をネットワークに接続することで PC またはスマートフォンから遠隔接続し、レコーダーを制御または 

操作することができます。 

 

【 ネットワーク機器の接続イメージ 】 

 

• ネットワーク機器を接続するには・・・ 

1. 背面パネルの 〈 ETHERNET 〉または〈 WAN（UPLINK） 〉ポートにルーターまたはハブを 

2. 接続します。 

 

3. ローカル PC をルーターまたはハブに接続します。 

※ネットワーク設定については、「3.5 ネットワーク（p.110）」をご覧ください。 
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1.6 初回起動時の設定をする 

本機は、初回起動時にログインパスワードやネットワーク情報を設定する必要があります。 

以下の手順にしたがって、本機を起動し、パスワード設定してください。 

 

<< 注意 >> 

下記事項を必ずお守りください。 

• パスワードは定期的に変更し、設定した値はメモをとるなど忘れないように管理をしてください。 

※パスワードの変更については、「3.4.3 パスワードを変更する（p.107）」をご覧ください。 

 

1. 本機背面に電源ケーブルを差し込みます。 

接続については、「1.5.4 電源コードを接続する（p.27）」をご覧ください。 

 

2. ビープ音が鳴り、前面の LED が点灯します。 

数秒後にロゴ画面が表示されます。 

 

 

3. 起動プロセスが完了すると、初期パスワード設定画面が表示されます。 
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1.7 ログイン・ログアウト・シャットダウンする 

以下の手順でログイン・ログアウトまたはシャットダウンができます。 

 

1.7.1 ログインする 

起動完了後、ライブ画面に切り替わりログイン画面が表示されます。 

 

1. ログイン画面の表示後、ユーザーID を選択します。 

初期設定時は、「ADMIN」のみ選択できます。 

 

ユーザーID を複数登録している場合は、プルダウンボタンをクリックして、該当 ID を選択してください。 

 

 

2. 選択したユーザーID に対応したパスワードを入力します。 

ADMIN の初期パスワードは、初回起動時に設定した値となります。 

 

 

3. 「OK」をクリックし、ライブ画面が表示されたらログイン成功です。 

ライブ画面での操作や見方については、「2.1 ライブ画面での操作・見方（p.48）」をご覧ください。 

 

「パスワードが正しくありません。」と表示された場合は選択中のユーザーID またはパスワードの 

入力に間違いがないかご確認ください。 
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1.7.2 ログインパスワードを忘れたら 

ログインパスワードを忘れてしまった場合は、あらかじめ登録したメールアドレスに認証コードを送信できます。 

 

1. ログイン画面にて、「お忘れですか？」をクリックします。 

 
 

2. 登録済みのメールアドレスを入力します。 

※「初回起動時の設定」の手順 6 で設定したアドレスまたは、「3.4.1 アカウント情報を追加・編集する」の

手順 2 で設定したメールアドレスを入力してください。 

※メールアドレスを登録していない場合は、認証コードを送信することはできません。 

 

 

3. アドレス入力後、「認証コード送信」をクリックします。 

 

 

4. 「認証コード送信成功」という確認画面表示後、「OK」をクリックします。 
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1.7.3 ログアウトする 

不正アクセスを防止するため、画面から離れる場合はログアウトすることを推奨します。 

 

1. ライブ画面にて、画面下部にカーソルを移動させ、ステータスバーを表示します。 

 

 

2. 画面左下の「メニュー」 > 「ログアウト」の順にクリックするとログアウトします。 

リモコン操作の場合は、「LOGOUT」ボタンを押すとログアウトします。 

以上で操作は完了です。 
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1.7.4 シャットダウンする 

本機の電源を切る場合は、以下の手順でシャットダウンを行ってください。 

 

1. ライブ画面にて、画面下部にカーソルを移動させ、ステータスバーを表示します。 

 

2. 画面左下の「メニュー」 > 「シャットダウン」の順にクリックします。 

リモコン操作の場合は、「電源」ボタンを押します。 

3. キーボードの文字をクリックし、パスワードを入力します。 

パスワード入力後は、「OK」をクリックしてください。 

 

4. 本機からビープ音がなったら、本機から AC アダプターを取り外します。 

以上で操作完了です。 

 

注意 

シャットダウンは必ず上記の方法で行ってください。 

システム動作中に電源コードを抜くなどの正常ではない方法で電源を切ると、データ消失や 

ディスクの寿命短縮につながる恐れがあります。 

 

計画停電などでシャットダウンを行う際は、必ず電源コードをコンセントから取り外してください。 

また、復電させる際は、あらかじめ電源コードを本機に接続してから起動を行ってください。 
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2章 ライブ画面での操作・見方 

 

本機を起動すると、ライブ画面（現在のカメラ映像を閲覧する画面）が表示されます。 

各種設定や検索・バックアップなどは、ライブ画面から選択して操作します。 

 

2.1 各種アイコンのはたらき 

ライブ画面内では、現在の録画状態やカメラタイトルなどさまざまなアイコンが表示されています。 

各アイコンと内容については、次ページの表をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

映像表示エリア 

クイックメニュー 

→詳細は、「2.3 クイックメニュー（p.52）」をご覧ください。 

タイムライン 

→詳細は、「2.2 タイムラインの見方（p.51）」をご覧ください。 

ステータスバー 

→詳細は、「2.1 各種アイコンのはたらき（p.49）」をご覧ください。 
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2.2 タイムラインの見方 

画面の右側にマウスカーソルを移動すると、タイムラインが表示されます。 

タイムラインでは、簡易的に記録映像の検索やバックアップを行うことができます。 

タイムラインアイコン 

アイコン アイコン名 効果・内容 

 
タイムライン日付 

現在のタイムラインの日付を表示します。 

クリックするとカレンダーが表示され、タイムラインの 

日付を選択できます。 

 

タイムラインバー 

録画データを時間で表示します。 

録画モードごとに色分けされて表示されます。 

緑: 連続録画 / 赤: アラーム録画 

青: モーション録画 / 黄: 手動（パニック）録画 

 

・ タイムラインをダブルクリックすると、その時刻の 

再生画面に移動します。 

・ タイムライン上でドラッグ＆ドロップで範囲を選択して右

クリックすると、メニューが表示されます。 

 
サーチ（イベントサーチ） ： 

 選択された範囲の中で、イベントサーチを行います。 

書出し ： 

 選択範囲の映像をバックアップします。 

リザーブデータ ： 

 選択範囲の映像をリザーブデータに追加します 

 

タイムラインの 

拡大/縮小 

タイムラインをズームイン/ズームアウトします。 

 

タイムライン上下 
タイムラインを上下にスクロールします。 

マウスホイールでも同様の操作が可能です。 
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2.3 クイックメニュー 

ライブ画面の各 CH の上でマウスを右クリックすると、クイックメニューが表示されます。 

クイックメニューより、各 CH のデジタルズームや静止画を取得することができます。 

 

 

 

クイックメニューの項目 

項目 効果・内容 

CH番号 選択中のカメラタイトルが表示されます。 

再生 

時刻を選択し、その時点からの映像を再生します。 

→再生画面での操作については、 

「4章 検索・再生画面での操作・見方（p.186）」をご覧ください。 

ズーム 

選択したチャンネルのデジタルズーム画面に移動します。 

→詳細は、「2.5 映像を拡大表示（デジタルズーム）する（ｐ.56）」を 

ご覧ください。 

静止画 
ライブ映像のスナップショットをUSBメモリーに保存します。 

→詳細は、「4.5.2 スナップショットを保存する（p.196）」をご覧ください。 

音声出力ON /  

OFF 

選択したチャンネルのライブ音声を出力します。 

ライブ音声が有効中は、ライブ画面に音声出力アイコンが表示されます。 

クリックするごとにONとOFFが切り替わります。 

マイク入力ON /  

OFF 

選択したチャンネルにマイク音声を入力します。 

マイク音声が有効中はライブ画面にマイクアイコンが表示されます。 

クリックするごとにONとOFFが切り替わります。 
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2.3.1 CH 表示位置を変更する 

ライブ画面の CH 表示レイアウトを自由に変更できます。 

 

1. 変更したい CH の表示エリア上で右クリックし、「チャンネル位置変更」を選択します。 

2. 変更先の CH を選択し、クリックします。 

 

 

3. 選択した CH 同士が入れ替わります。 

以上で操作は完了です。 

 

 

 

  

CH の表示エリアをドラッグ＆ドロップすることでも同様に表示レイアウトを変更できます。 
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2.4 分割表示数を変更する 

画面分割モードの切り替えや、シーケンス表示の設定を行うことができます。 

 

2.4.1 分割モードを切替える 

ステータス画面のアイコンからそれぞれの分割モードをクリックすると、画面表示が切替わります。 

リモコン操作の場合は、「DISPLAY」ボタンを押します。 

※ 押す度に、画面表示が切り替わります。 

 

 
 

• KB-IRIP04A は、1 画面または 4 分割画面が選択できます。 

• KB-IRIP08A は、1 画面または 4 / （ 6 / 8 ） / 9 分割画面が選択できます。 

• KB-IRIP16A は、1 画面または 4 / （ 6 / 8 ） / 9 / 16 分割画面が選択できます。 

 

2.4.2 シーケンス表示を有効にする 

ステータス画面のアイコンから「自動切替え」をクリックすると、シーケンス表示モードになります。 

リモコン操作の場合は、「SEQ」ボタンを押します。 

※押す度に、シーケンス表示機能を ON / OFF します。 

 

 

 

シーケンス表示では表示パターンや切替えまでの時間を自由に設定できます。 

詳細は、「3.2.2 画面切替え時間/モニター出力解像度を設定する（p.90）」および 

「3.2.3 シーケンス表示パターンを編集する（p.92）」をご覧ください。 
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2.5 映像を拡大表示（デジタルズーム）する 

ライブ画面にて、拡大表示したい箇所のデジタルズームを行うことができます。 

 

1. ライブ画面にて、以下のいずれかの手順でデジタルズーム画面に移行します。 

• ステータスバーよりズームアイコン  をクリックします。 

• 各 CH 上で右クリックし、「ズーム」をクリックします。 

• リモコン操作の場合は、「ZOOM」ボタンを押します。 

 

※デジタルズーム画面に移行します。 

 

 

 

 

 

 

 

2. デジタルズーム画面では、以下のように操作を行います。 

アイコン 説明 

 

デジタルズームを行うCHを選択します。 

リモコンの場合 ・・・ 各CHボタン 

 

ズームアウトを行います。 

リモコンの場合 ・・・ 巻戻しボタン 

 

ズームインを行います。 

リモコンの場合 ・・・ 早送りボタン 

 

ライブ画面に戻ります。 

リモコンの場合 ・・・ 〈 EXIT 〉 ボタン 

全体画面 

黄色の枠をドラッグ&ドロップすることで、表示箇所を移動できます。 

マウスホイールのスクロールで、ズームイン / ズームアウトを行います。 
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2.6 その他のライブ機能 

その他、さまざまな機能をライブ画面のステータスバーより操作できます。 

 

2.6.1 イベントログを表示する 

以下の手順で、発生したイベントのログを確認することができます。 

1. ステータスバーのイベントログアイコン   をクリックし、イベントログウィンドウを表示します。 

リモコン操作の場合は、「LOG」ボタンを押します。 

 

2. ログの項目をダブルクリックすると、映像が再生されます。 
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2.6.2 音声出力 CH を切替える 

ライブ画面にて、どの CH の音声を出力するかを選択します。 

ステータスバーより音声アイコン   をクリックし、出力したい CH を選択します。 

 

再度アイコンをクリックすると、ウィンドウを閉じます。 

 

 

2.6.3 アラーム状態を確認する 

発生したイベント情報を確認することができます。 

ステータスバーより、アラームアイコン  をクリックすると、アラームステータスが表示されます。 

イベント発生中の CH は、赤色で表示されます。 

 

「OK」をクリックすると、ウィンドウを閉じます。 
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2.6.4 ネットワーク接続状態を確認する 

機器のネットワーク接続状態を確認することができます。 

ステータスバーよりネットワークステータスアイコン  をクリックすると、ネットワークステータスが 

表示されます。 

 

 

緑線 ・・・ 対象と接続中（通信中）です。 

緑点線 ・・・ 対象と接続・通信準備中です。 

灰線 ・・・ 接続・通信していません。 

赤線 ・・・ 接続・通信していません。 

 

IP 衝突履歴 ・・・ 同じネットワーク内で本機 IP アドレスと重複が発生した際のログを表示します。 

 

 

「OK」をクリックすると、ウィンドウを閉じます。 







 

62 

 

2.6.5 ディスク状態を確認する 

現在のストレージ容量などを確認することができます。 

ステータスバーより HDD ステータスアイコン  をクリックすると、HDD ステータスが 

表示されます。 

 

 

「OK」をクリックすると、ウィンドウを閉じます。
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3章 各種設定 

 

本機をお使いいただく上でのさまざまな設定を行います。 

 

以下の手順で、システム設定画面に移行できます。 

 

 

それぞれのメニューを選択します。 
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3.1 カメラ 

3.1.1 IP カメラを登録する 

➢ メニュー > システム設定 > カメラ > カメラ登録（設置設定モードが「オープンモード」時） 

 

 

以下の手順で IP カメラを設定・登録してください。 

※IP カメラを登録する際は、一時的に録画が中断されますのでご注意ください。 

 

1. あらかじめ本機のネットワーク情報を設定します。 

設定方法については、「3.5.1 ネットワークアドレス（IPv4）を設定する（p.110）」をご覧ください。 

※初回起動時の設定にて既にネットワーク設定が済んでいる場合は、次手順に進んでください。 

 

2. 接続する IP カメラのアドレスを設定します。 

IP カメラのアドレス変更方法については、IP カメラの取扱説明書をご覧ください。 
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3.1.2 カメラタイトルを変更する 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 カメラ 〉 カメラタイトル 

 

 

1. 各 CH 左上のカメラ名をダブルクリックします。 

 

2. 表示されるキーボードでカメラタイトルを入力し、< OK >をクリックします。 

カメラタイトル文字は、最大 16 文字（英数字、記号）まで設定できます。 

※記号は、（ ） ＠ ＃ _ - ． が使用可能です。 

 

          

 

<< Web ブラウザ上での注意 >> 

Web ブラウザからカメラタイトルを設定する場合も、最大 16 文字（英数字、記号のみ）内で 

設定してください。 

特殊記号は使用できません。文字化けの原因となります。 

 

3. 設定後は、画面右下の< 適用 >をクリックして完了です。 

適用後、新しく設定したカメラタイトルが表示されます。 
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3.1.3 カメラ映像を調整する 

【 イメージ設定 】 

➢ メニュー > システム設定 > カメラ > カメラ設定 > イメージ設定タブ 

 

各 CH のカメラ映像の明るさ・コントラストなどの設定やレンズのフォーカス調整を行うことができます。 

※ご使用のカメラによっては、調整できない項目があります。 

 

イメージ設定メニューの項目 

項目 説明 

CH 設定を行うカメラ CH を選択します。 

明るさ 映像の明るさを調節します。（設定範囲 ： 0 ～ 100） 

コントラスト 画面のコントラストを調節します。(設定範囲 ： 0 ～ 100) 

彩度 画面の鮮やかさを調節します。(設定範囲 ： 0 ～ 100) 

シャープネス 画面のシャープネスを調節します。(設定範囲 ： 0 ～ 8) 

映像反転 

カメラ映像の反転を行います。 

 水平 ： 左右を逆転して表示します。 

 垂直 ： 上下を逆転して表示します。 

 反転 ： 上下左右を逆転して表示します。 

オートフォーカス 

ピントを自動で調節します。 

 ワンプッシュ ： その時点での映像に対してピント調整を行います。 

 ホーム ： カメラのレンズ位置を初期状態に戻します。 

フォーカス ピントを手動で調節します。 

ホワイトバランス 映像のホワイトバランスを調節します。 

 

 

 















 

80 

 

3.1.4 ライブ映像を非表示にする 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 カメラ 〉 カメラマスク設定 

 

特定のユーザーグループに対して各 CH のライブ映像を非表示にすることができます。 

 

カメラマスク設定メニューの項目 

項目 説明 

ADMIN 〈 オン 〉にした CH は、ADMIN グループのユーザーは映像を 

見ることはできません。 

MANAGER 〈 オン 〉にした CH は、MANAGER グループのユーザーは映像を 

見ることはできません。 

USER 〈 オン 〉にした CH は、USER グループのユーザーは映像を 

見ることはできません。 

ログアウト 〈 オン 〉にした CH は、本機がログアウト状態の時は映像を 

見ることはできません。 

画面表示 マスク中の CH のライブ画面上での表記を設定します。 

〈 映像入力なし 〉の場合は、「 映像入力なし 」と表示します。 

〈 マスク 〉の場合は、「 マスク 」と表示します。 

 

※ 各権限の欄をクリックすると、全ての CH を同じ設定にすることができます。 

 

設定変更後は、「適用」をクリックしてください。 
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3.1.5 モーション感度・領域を設定する 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 カメラ 〉 モーションセンサー 〉 有効タブ 

 

CH ごとにモーション（動き）の感度や検知領域を設定できます。 

※ご使用のカメラによって設定できない項目があります。 

 

モーションセンサー設定メニューの項目 

項目 説明 

有効 < オン >にすると、モーション検知機能が有効になります。 

モーションを表示 < オン >にすると、モーション検知中にライブ画面上にアイコンを表示します。 

 

エリア設定タブにて、モーション検知を行う領域を設定します。 

詳しくは、次ページをご覧ください。 

 

設定変更後は、「適用」をクリックしてください。 
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3.1.6 PTZ 設定 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 カメラ 〉 PTZ 設定 

 

本機に RS-485 制御の PTZ カメラを接続した場合、以下の設定を行います。 

※ PTZ カメラ側の設定値と同じになるように設定してください。 

 

PTZ 設定メニューの項目 

項目 説明 

RS485 RS485 にて制御を行う場合は、チェックを入れてください。 

アドレス PTZ カメラの ID を設定します。（0 ～ 255） 

プロトコル 

PTZ カメラのプロトコル(カメラモデル名)を選択します。 

<< 注意 >> 

お使いのカメラによっては制御できない項目がある場合があります。 

ボーレート PTZ カメラのボーレート(通信速度)を選択します。 

 

設定変更後は、「適用」をクリックしてください。 
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3.1.7 プライバシーマスクを表示する 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 カメラ 〉 プライバシーマスク 

 

プライバシー保護のため、各 CH のカメラ映像の一部にマスク（目隠し）をかけることができます。 

※ご使用のカメラによって設定できない場合があります。 

 

下記手順にそって、マスク機能を設定してください。 

 

1. マスク機能を有効にしたい CH の< 有効 >欄を< オン >に設定します。 

 

 

2. < マスク表示色 >欄で任意の色を選択し設定します。 

例 ： < 赤 >の場合は、マスクエリアが赤色で表示されます。 
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3.1.8 AI分析 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 カメラ 〉 AI 分析 

 

 

現在のバージョンではサポートしておりません。 
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3.1.9 設置設定モードを切り替える 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 カメラ 〉 設置設定モード 

 

ネットワーク運用モードを切り替えることができます。 

 

設置設定モードメニューの項目 

項目 説明 

設置設定モード 

本機を外部ネットワークに接続して運用する場合は、 

「オープンモード（Advaned）」でご利用ください。 

 

ローカル内でのみの利用の場合は、「CCTV モード」でご利用ください。 

 

※設置設定モードを切り替えて運用する場合は、本機の再起動が必要です。 

 
「実行」をクリックすると、再起動を行い、モードが切り替わります。 

設定変更後は、「適用」をクリックしてください。 
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3.2 ディスプレイ 

3.2.1 ライブ画面の OSD 表示を編集する 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 ディスプレイ 〉 ディスプレイ 

 
ライブ画面上のアイコン表示や言語設定の変更ができます。 

 

ディスプレイ設定メニューの項目 

項目 説明 

カメラタイトル カメラタイトルの表示の有効（オン）/無効（オフ）を選択します。 

イベントアイコン イベントアイコンの表示の有効（オン）/無効（オフ）を選択します。 

アイコンの説明 
ライブ画面（9 分割表示中）に各種アイコンの説明が表示されます。 

※KB-IRIP08A / KB-IRIP16A のみの機能です。 

システム状態アイコン 
ライブ画面にてアラームステータス、ネットワークステータス、 

HDD ステータスのアイコンの表示の有効（オン） / 無効（オフ）を選択します。 

全画面表示時の 

ステータスバー 

ライブ画面でステータスバーを表示させる時間を設定します。 

（自動的に隠す/常にオン/ 5 秒/ 10 秒/15 秒/20 秒/30 秒/1 分） 

全画面表示時の 

タイムライン 

ライブ画面でタイムラインを表示させる時間を設定します。 

（自動的に隠す/常にオン/ 常にオフ） 

デジタルズーム時の 

ワイプ画面 

デジタルズーム画面の右下に表示されるウィンドウ表示を自動的に隠すか、 

常に表示するかを設定します。（常にオン/1 秒/3 秒/5 秒） 

境界線 各 CH 間の境界線の表示（オン）/非表示（オフ）を選択します。 

境界線の色 各 CH 間の境界線の色を選択します。（グレー/黄/青/緑/赤/白） 

ユーザー名 ログイン中のユーザー名の表示の有効（オン）/無効（オフ）を選択します。 

言語 システムの表示言語を選択します。 
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3.2.2 画面切替え時間/モニター出力解像度を設定する 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 ディスプレイ 〉 モニター 

 

メイン/スポットモニターの画面切替え時間を設定することができます。 

 

モニター設定メニューの項目 

項目 説明 

シーケンス切換時間 

メインモニター側の画面切替え時間を設定します。 

（3 秒/5 秒/ 10 秒/15 秒/20 秒/30 秒/40 秒/60 秒） 

 

メインモニターでの表示パターンの設定については、 

「3.2.3 シーケンス表示パターンを編集する（p.92）」をご覧ください。 

スポット画面切換時間 
スポットモニター側の画面切替え時間を設定します。 

（3 秒/5 秒/ 10 秒/15 秒/20 秒/30 秒/40 秒/60 秒） 

モニター解像度 

メインモニターへ出力する解像度を設定します。 

（自動/1920×1080/1280×720/1280×1024） 

 

※4K および 400 万画素のモニターに接続する際は、「自動」を 

選択してください。 

 

<< 注意 >> 

設定値を適用する際、本機が一度再起動しますのでご注意ください。 

「適用」ボタンを押した後下記メッセージが表示されたら「OK」を 

クリックしてください。 
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3.2.3 シーケンス表示パターンを編集する 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 ディスプレイ 〉 シーケンス 

 

メインモニター側のライブ画面にてシーケンス表示を行う場合の表示パターンを設定できます。 

※初期設定では、各 CH を順番に 1 画面表示する〈 DEFAULT 〉が登録されています。 

なお DEFAULT は、削除できません。 

 

シーケンス設定メニューの項目 

項目 説明 

有効 

シーケンス表示機能の有効（オン） / 無効（オフ）を表示します。 

有効にできるシーケンスパターンは 1 つのみです。 

有効/無効の設定は、< 編集 >で行います。 

リスト 

シーケンスパターンを一覧で表示します。 

パターン名の変更は、< 編集 >で行います。 

 

リストを追加する場合は、画面右下の「追加」をクリックしてください。 

→詳細は、「リストを追加するには（p.93）」をご覧ください。 

編集 
シーケンスのレイアウトやリストに表示する名前の変更などを行います。 

→詳細は、「リストを追加するには（p.93）」をご覧ください。 

全て削除 
登録済みのシーケンスを一括で削除します。 

※「DEFAULT」は削除できません。 
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3.2.4 SPOT OUT モニターの表示パターンを設定する 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 ディスプレイ 〉 スポット出力 

 

本機背面にある SPOT 端子から出力する画面の表示パターンを設定できます。 

SPOT OUT モニターには、ライブ映像のみが表示されます。 

 

※SPOT OUT 端子の接続については、「1.5.3 SPOT OUT モニターを接続する（p.26）」をご覧ください。 

 

【 SPOT OUT 画面を編集するには 】 

1. リスト欄をダブルクリックし、編集画面を表示します。 

 

 

2. 〈 スポット名 〉欄をダブルクリックすると、リストに表示する名前を変更します。 

スポット出力機能を使用する場合は、〈 有効 〉欄を〈 オン 〉に設定します。 
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3.3 音声 

3.3.1 スピーカーから音声を出力する 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 音声 〉 音声 

 

ライブ音声出力やネットワーク音声双方向通信を設定できます。 

 

音声設定メニューの項目 

項目 説明 

音声出力タイプ 
音声出力を RCA 端子から出力するか、 

HDMI ケーブルに重畳して出力するかを設定します。（RCA/HDMI） 

初期ライブ音声 CH 
ライブ画面で出力する音声の初期 CH を指定します。 

（オフ/音声 1～16） 

ネットワーク音声送信 
遠隔監視時、クライアント PC への音声送信の有効（オン）/無効（オフ）を 

設定します。 

ネットワーク音声受信 
遠隔監視時、クライアント PC からの音声受信の有効（オン）/無効（オフ）を 

設定します。 

 

設定変更後は、「適用」をクリックしてください。 

ライブ音声出力の手順については、次ページをご覧ください。 
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3.3.2 リモコン操作音を消す 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 音声 〉 ブザー 

 

リモコン操作時の確認音をミュートにできます。 

 

ブザー設定メニューの項目 

項目 説明 

リモコン 
リモコン操作時にブザー音を鳴らす（オン）または、鳴らさない（オフ）を 

選択します。 

 

設定変更後は、「適用」をクリックしてください。 
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3.4 ユーザー 

3.4.1 アカウント情報を追加・編集する 

➢ メニュー > システム設定 > ユーザー > 管理 

 

アカウントの新規登録やパスワードを編集することができます。 

 

1. < 追加 >をクリックします。 

 

 

既に登録したアカウントを編集する場合は、< 編集 >をクリックします。 
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3.4.2 登録したアカウントを削除する 

➢ メニュー > システム設定 > ユーザー > 管理 

 

登録済みのアカウント情報を削除します。 

ただし、< ADMIN >は削除できません。 

 

1. 削除したいアカウント行の< 削除 >をクリックします。 

 

 

2. 削除後、< 適用 >をクリックして操作完了です。 

適用後は、アカウントリストから消去されます。 
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3.4.3 パスワードを変更する 

➢ メニュー > システム設定 > ユーザー > 管理 

 

各アカウントのパスワードを変更します。 

パスワードは定期的に変更し、メモとるなど忘れないよう管理を行ってください。 

 

1. 変更したいアカウント行の< 編集 >をクリックします。 

 

 

2. 編集画面のうち、< パスワード >をダブルクリックし、現在のパスワードを入力します。 
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3.4.4 アカウントの操作権限を設定する 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 ユーザー 〉 グループ権限 

 

< 管理 >にて〈 MANAGER 〉または〈 USER 〉のグループで作成したアカウントの操作権限を 

設定することができます。 

 

以下の項目の操作を制限することができます。 

チェックを外した項目は、その権限では操作ができなくなります。 

ADMIN 以外のアカウント権限の設定間違いには十分ご注意ください。 

 

グループ権限設定メニューの項目 

項目 説明 

サーチ 過去映像の検索を行う権限です。 

バックアップ 映像のバックアップを行う権限です。 

システム設定 システム設定の変更を行う権限です。 

録画設定 録画設定の変更を行う権限です。 

イベント動作の制御 アラーム等のイベント発生時にアラーム出力やブザー制御を行う権限です。 

音声出力 カメラの音声を聞く権限です。 

リモートログイン ネットワークから本機に遠隔接続を行う権限です。 

シャットダウン 本機をシャットダウンする権限です。 

 

設定変更後は、「適用」をクリックしてください。 
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3.5 ネットワーク 

3.5.1 ネットワークアドレス（IPv4）を設定する 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 ネットワーク 〉 IP 設定 〉 IPv4 タブ 

 

本機のネットワークステータス（IPv4）を設定できます。 

 

IP 設定メニュー（ＩＰｖ4）の項目 

項目 説明 

DHCP 
チェックを入れると、利用可能な IP アドレスを自動取得します。 

チェックを入れてない場合は、〈 更新 〉はクリックすることはできません。 

IPv4 アドレス 固定 IP アドレスを使用する際は、ここに IP アドレスを入力します。 

ゲートウェイ 固定 IP アドレスを使用する際は、ここにゲートウェイを入力します。 

サブネットマスク 固定 IP アドレスを使用する際は、ここにサブネットマスクを入力します。 

DNS サーバー1 固定 IP アドレスを使用する際は、ここに優先 DNS サーバーを入力します。 

DNS サーバー2 固定 IP アドレスを使用する際は、ここに代替 DNS サーバーを入力します。 

自動ポートアップデート 
使用しません。 

初期値：オフから変更しないでください。 

自動ポートステータス 使用しません。 

RTSP ポート 
ネットワークストリーミングに使用するポート番号を指定します。 

※同一ネットワーク内の他機器の設定と重複しないようにご注意ください。 

WEB サーバーポート 

WEB ブラウザおよび同梱のクライアントソフトから本機にアクセスする際に 

使用するポート番号を指定します。 

※同一ネットワーク内の他機器の設定と重複しないようにご注意ください。 

ネットワーク帯域制限 

ネットワーク接続時の最大速度を設定します。 

選択肢 ： 制限なし / 32Mbps / 16Mbps / 8Mbps / 4Mbps / 2Mbps / 1Mbps 

512Kbps / 256Kbps 
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3.5.2 ネットワークアドレス（IPv6）を設定する 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 ネットワーク 〉 IP 設定 〉 IPv6 タブ 

 

本機のネットワークステータス（IPｖ6）を設定できます。 

 

IP 設定メニュー（ＩＰｖ6）の項目 

項目 説明 

ＩＰv6 IPv6 機能の有効/無効を切り替えます。 

オン（手動） ・・・ 本機の IPv6 アドレスを手動で設定します。 

オン（自動） ・・・ 「更新」をクリックすると、本機の IPv6 アドレスをネットワーク

サーバーから自動で割り当てられます。 

※ネットワークサーバーとの接続がない場合は、アドレスは設定されません。 

リンクローカルアドレス ネットワークサーバーから割り当てられた IPv6 アドレスが表示されます。 

※「IPv6」にてオン（手動）を選択した場合は、設定できません。 

IPv6 アドレス 1～4 本機の IPv6 アドレスを入力します。 

※「IPv6」にてオン（自動）を選択した場合は、設定できません。 

ゲートウェイ ゲートウェイアドレスを入力します。 

※「IPv6」にてオン（自動）を選択した場合は、設定できません。 

DNS サーバー1 優先 DNS サーバーアドレスを入力します。 

※「IPv6」にてオン（自動）を選択した場合は、設定できません。 

DNS サーバー2 代替 DNS サーバーアドレスを入力します。 

※「IPv6」にてオン（自動）を選択した場合は、設定できません。 

 

【 IPv6 アドレス使用時の注意 】 

• WEB ブラウザからは「http://［ IPｖ6 アドレス ］：ポート番号 / 」で接続できます。 

• 外部からＩＰｖ6 アドレスで接続する場合、ファイアウォールなどのセキュリティー設定の変更が 

必要となります。 

詳しくは、インターネットサービスプロバイダーまたはルーターの製造元へご確認ください。 

• 後述の弊社 DDNS サーバーは、IPv4 アドレス（または IPv4/IPv6 デュアルスタック）にのみ対応します。 

• インターネットサービスプロバイダーによって使用可能なポート番号が異なる場合があります。 

詳しくは、インターネットサービスプロバイダーへご確認ください。 
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3.5.3 DDNS サーバーを登録する 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 ネットワーク 〉 DDNS 

 

当社指定の DDNS サーバーを使用して、本機の IP アドレスを任意のドメイン名に変換することができます。 

 

DDNS 設定メニューの項目 

項目 説明 

DDNS DDNS を利用する場合は 「オン」 に設定します。 

DDNS サーバー 使用する DDNS サーバーが表示されます。 

※ 「dvrlink.net」 以外は使用できません。 

（当社指定のサーバーを使用します。） 

レコーダー名 DDNS のドメイン名を入力します。 

※ 初期値は本機の MAC アドレスが入力されています。 

DDNS を利用する場合は、入力後に必ず 「DDNS 登録テスト」 を 

クリックして下さい。 

サーバーにホスト名が登録完了すると、「成功」 と表示されます。 

ユーザー名 使用しません。 

パスワード 使用しません。 

DVR 接続アドレス 本機のドメイン名が表示されます。 

外部からの接続時、IP アドレスがこのドメイン名となります。 

DDNS を利用する場合は、入力後に必ず 「DDNS 接続テスト」 を 

クリックして下さい。 

P2P P2P 機能を利用する場合は「オン」に設定します。 

お使いのスマートフォンで遠隔接続する際に QR コードを使用して接続を 

容易にできます。 
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ネットワークセキュリティーを有効にする（つづき） 

16. 「コンテンツ」タブをクリックし、「証明書」をクリックします。 

 

 

17. 「信頼されたルート証明機関」タブをクリックし、「インポート」をクリックします。 
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ネットワークセキュリティーを有効にする（つづき） 

18. 「次へ」をクリックします。 

 

 

19. 手順 9 にて作成したファイルを選択し、「次へ」をクリックします。 
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ネットワークセキュリティーを有効にする（つづき） 

20. 「証明書をすべて次のストアに配置する」を選択し、「次へ」をクリックします。 

 

 

21. 「完了」をクリックします。 
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ネットワークセキュリティーを有効にする（つづき） 

22. 表示された確認画面で「はい」をクリックします。 

 

 

 

 

23. すべての設定画面を閉じ、Internet Explorer もすべて終了します。 

 

24. Internet Explorer を再起動後、https にて本機の遠隔接続が可能となります。 
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アドレスのアクセス制限を設定する（つづき） 

3. 「追加」をクリックし、アドレス情報を入力します。 

 

• 種類 ・・・ 登録するアドレスに合わせて、アドレスタイプを選択します。 

• アドレス ・・・ 制限を設けるアドレスを入力します。 

 

4. 設定後、「OK」をクリックし、「適用」をクリックして完了です。 
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日付/時刻を変更する（つづき） 

<< 注意 >> 

設定した時間によっては、記録データが消える場合があります。 

時刻を変更する場合は、大事なデータはあらかじめバックアップすることをお勧めします。 

表示された確認画面で、問題なければ< OK >をクリックしてください。 

 

 

2. 設定完了後、< OK >をクリックして、設定を反映させます。 

 

3. < 日付表示形式 > ライブ画面の日付表示形式を選択します。 

 

 

4. < 時刻表示形式 > ライブ画面の時刻表示形式を選択します。 

 

 

5. 設定変更後は、< 適用 >をクリックし完了です。 

適用後、ライブ画面の時間表示が設定した内容で表示されます。 
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タイムサーバーと時刻同期する（つづき） 

3. < 同期の周期 > 時刻同期を行う周期を設定します。 

4. < 同期時刻 > 時刻同期を行う時間を設定します。 

 

例 ・・・ 毎日 0：00 と設定した場合、毎日 0：00 に 1 度本機が自動的にタイムサーバーと時刻同期を行

います。 

 

<< 注意 >> 

本機の設定画面を開いている間は、NTP による時刻同期は行いません。 

ライブ画面にて本機操作を行っていない状態でのみ時刻同期を行います。 

時刻同期を行っている間は、一時的に記録動作が中断し、同期完了後、記録動作を再開します。 

 

5. 設定後、< 適用 >をクリックし完了です。 

適用後、定期的に時刻同期を行います。 
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システム管理一覧（つづき） 

システム管理設定メニューの項目 

項目 説明 

パスワード 

検索画面や設定画面に入る際、パスワード入力を求める（オン）または 

求めない（オフ）を選択することができます。 

※安全に運用するために、必ず< オン >に設定してください。 

パスワードの有効期間 
設定すると、一定期間が経過したときにパスワードの変更を求められます。 

（ なし / 1 ヶ月 / 2 ヶ月 / 4 ヶ月 / 6 ヶ月 ） 

最初のパスワード変更 
「オン」にすると、ADMIN 以外のアカウントでログインした際、 

新しくパスワードの変更を求められます。 

オートログオフ 「オン」にすると、一定期間が経過したときにユーザーがログアウトされます。 

待機時間 

オートログオフを行うまでの時間を設定します。 

（ 1 分 / 2 分 / 3 分 / 5 分 / 10 分 ） 

※< オートログオフ >が< オフ >の場合は、設定できません。 

PoE 供給電力制限 
本機では使用しません。 

初期値から変更しないでください。 

PoE 電力制限（HUB） 
本機では使用しません。 

初期値から変更しないでください。 

ビデオ出力周波数 
映像の出力周波数を設定します。 

（ 50Hz / 60Hz ） 
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二重認証を有効にする（つづき） 

2. ゲストユーザーのログインパスワードを入力し、「OK」をクリックします。 

 

 

3. 続けて ADMIN 権限のログインパスワードを入力し、「OK」をクリックします。 

 

 

4. 両アカウントのパスワードを入力後、検索・再生/バックアップ画面が表示されます。 
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パスワードの設定条件を強化する（つづき） 

3. 「強力なパスワードルール」で「オン」を設定します。 

 

オンにすると、パスワードを登録・編集する際に下記条件を満たす必要があります。 

• 8 文字以上 16 文字以内の文字数 

• 英字（大文字）、英字（大文字）、数字、記号の全てを含む 

• 同一文字を、3 回以上使用しない 

• 3 個以上連続する数字または英文字は使用しない 

• ユーザーID と同じ設定値は使用しない 

 

例 ： KbDevice＠0131 

 

4. 「適用」をクリックします。 

適用後は、新しい設定ルールに従ってユーザーID・パスワードを設定してください。 

 

ユーザーID・パスワードの登録・編集については、「3.4.1 アカウント情報を追加・編集する（p.103）」を 

ご覧ください。 
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録画データの上書き/削除/一部削除を行う（つづき） 

【 録画データの一部を削除するには 】 

1. 「削除」をクリックします。 

 

 

2. ログイン時のパスワードを入力します。 

 

 

3. 画面上のタイムライン上で削除を行う CH を選択します。 

 

※チェックの入った項目が削除対象となります。 

 

4. 画面左の「開始」と「終了」欄の時計アイコンをクリックします。 

 

開始 ・・・ 削除を行う開始時点を指定します。 

終了 ・・・ 削除を行う終了時点を指定します。 
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録画データの上書き/削除/一部削除を行う（つづき） 

5. 時点を設定後、「OK」をクリックします。 

 

 

6. 「削除」をクリックします。 

 

 

7. ログイン時のパスワードを入力します。 
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録画データの上書き/削除/一部削除を行う（つづき） 

8. メッセージを確認し、「OK」をクリックします。 

 

※録画データ削除中は、録画が停止します。 

 

9. 「削除しました。」のメッセージが表示されたら「OK」をクリックします。 

 

以上で操作は完了です。 

 









 

151 

 

アラーム出力を有効にする（つづき） 

【 ON/OFF スケジュール 】 

➢ メニュー 〉 システム設定 〉 イベント 〉 アラーム出力 > ON/OF スケジュールタブ 

 

本機のアラーム出力を有効にする時間帯を設定します。 

 

以下の手順で、スケジュール設定を行うことができます。 

 

1. マウスのドラッグ＆ドロップで、スケジュールを変更するカメラと時間帯を範囲選択します。 

 

2. 任意のアラーム出力モードを選択します。 

➢ オン ： アラーム出力を常に オン に設定します。 

➢ オフ ： アラーム出力を常に オフ に設定します。 

➢ イベント ： イベント発生に応じて、アラーム出力のオン/オフを切り替えます。 

※ センサーや HDD イベント、ビデオロスなどのイベントと連動させる場合に、 

「イベント〉を選択します。 

 

3. 「スケジュールのコピー」をクリックすると、現在の設定を選択した別の曜日に 

コピーすることができます。 

※ 曜日ごとに設定する場合は、画面左上の「曜日」欄をクリックし、任意の曜日を選択します。 

 

4. 設定後「OK」をクリックし、「適用」をクリックして完了です。 
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イベント発生時の各通知手段を設定する（つづき） 

【 ディスプレイ 】 

➢ メニュー > システム設定 > イベント > イベント通知 > ディスプレイタブ 

 

イベント発生時、特定のカメラをチャンネルポップアップ（一定時間、1 画面表示にする）や 

インフォメーションポップアップ（イベントの内容を画面に表示する）の設定を行うことができます。 

 

ディスプレイ設定メニューの項目 

項目 説明 

チャンネルポップアップ 

イベント発生時、その CH 映像をポップアップする時間を設定します。 

（5 秒/10 秒/15 秒/20 秒/30 秒/40 秒/60 秒/120 秒/180 秒/300 秒/ 

キーを押すまで） 

 

「キーを押すまで」を選択すると、リモコンまたはマウスの何れかの 

ボタンを押すまで 1 画面表示を継続します。 

インフォメーション 

ポップアップ 

イベント発生時、画面上に文字を表示する時間を設定します。 

（5 秒/10 秒/15 秒/20 秒/30 秒/40 秒/60 秒/120 秒/180 秒/300 秒/ 

キーを押すまで） 

 

「キーを押すまで」を選択すると、リモコンまたはマウスの何れかの 

ボタンを押すまでインフォメーション表示を継続します。 
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イベント発生時の各通知手段を設定する（つづき） 

【 メール 】 

➢ メニュー > システム設定 > イベント > イベント通知 > メールタブ 

 

イベント発生時、指定したアドレスにイベント情報や静止画を送信できます。 

 

メール通知設定メニューの項目 

項目 説明 

新規メールを追加 
< 編集 >をクリックして、メール送信先アドレスを登録できます。 

→詳細は、「送信先アドレスを登録・削除する（p.155）」をご覧ください。 

最小メール送信間隔 

メールを送信してから次のメールを送信するまでの間隔を設定します。 

（ 0 秒 / 1 分 / 5 分 / 10 分 / 15 分 / 30 分 / 60 分 ） 

※ メールサーバーによって、配信周期が短すぎるメールをブロックする 

ものがあります。その場合、この設定によってメール配信の間隔を 

設定し、通知もれを回避します。 

スナップショット 

イメージを含める 

チェックを入れると、メールにイベントの発生した CH の静止画を 

添付します。 

 

 

メールのお知らせ時間設定の項目 

項目 説明 

日 ～ 土 メールを受け取る曜日を選択します。 

各曜日のボックスをクリックします。 

開始 – 終了 メールを受け取る時間帯を設定します。 

※ メール受け取り設定手順については、「メール受け取り時間の設定（p.156）」をご覧ください。 

 



 

155 

 

イベント発生時の各通知手段を設定する（つづき） 

【 送信先アドレスを登録・削除する 】 

以下の手順で、イベント発生時の送信先アドレスを登録できます。 

 

1. 〈 新規メールを追加 〉欄の〈 編集 〉をクリックします。 

 

2. 〈 メール 〉枠をダブルクリックし、バーチャルキーボードよりアドレスを入力します。 

アドレス入力後、〈 追加 〉をクリックします。 

 

 

 

3. 〈 リスト 〉欄に入力したアドレスが追加されていることを確認します。 

 

 

4. 登録したアドレスを削除する場合は、〈 リスト 〉欄からアドレスを選択し、 

〈 削除 〉をクリックします。 

 

5. 設定完了後は、〈 閉じる 〉をクリックし、< 適用 >をクリックして完了です。 
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イベント発生時の各通知手段を設定する（つづき） 

【 メール受け取りの時間の設定 】 

以下の手順で、イベントメールを受け取る日時を設定することができます。 

 

1. 各スケジュールの曜日を選択し、クリックします。 

 

 

2. 〈 開始 – 終了 〉欄のメールの受け取りを開始する時間（左）および終了する時間（右）を設定します。 

 

 

3. < 適用 >をクリックして完了です。 
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イベント発生時の各通知手段を設定する（つづき） 

【 FTP 】 

➢ メニュー > システム設定 > イベント > イベント通知 > FTP タブ 

 
イベント発生時、FTP サーバーにテキストデータを送信できます。 

 

FTP 通知設定メニューの項目 

項目 説明 

FTP サーバー 

テキストデータ保存先の FTP サーバーを登録できます。 

※FTB サーバーを利用する場合は、本機をインターネットに接続しておく 

必要があります。ネットワークの設定については、「3.5.1 ネットワークアドレ

ス（IPv4）を設定する（ｐ.110）」をご覧ください。 

※FTB サーバーの登録手順については、「FTP サーバーを登録・編集する

（p.158）」をご覧ください。 

ディレクトリ 

FTP 内の保存先ディレクトリ名の設定を行います。 

（ 手動 / 手動_日付 / システム ID / システム ID_日付 ） 

〈 手動 〉を選択した場合、任意でディレクトリ名を設定します。 

ファイル名 

保存するテキストデータのファイル名の設定を行います。 

（ 手動 / 手動_日付_時刻 / システム ID / システム ID_日付_時刻 ） 

〈 手動 〉を選択した場合、任意でファイル名を設定します。 

最小通知間隔 

メールを送信してから次のメールを送信するまでの間隔を設定します。 

※メールサーバーによって、配信周期が短すぎるメールをブロックする 

ものがあります。その場合、この設定によってメール配信間隔を設定し 

通知漏れを回避します。 

Web Link を含める 
チェックを入れると、テキストデータにブラウザからアクセスするための 

アドレスを添付します。 

スナップショット 

イメージを含める 

チェックを入れると、テキストデータにイベントの発生した CH の静止画を 

添付します。 

HELP 
クリックすると、FTP 通知設定に関する補足説明を表示します。 

〈 終了 〉をクリックすると、閉じます。 
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【 FTP サーバーを登録・編集する 】 

以下の手順で、FTP サーバー情報を設定することができます。 

 

1. 「FTP サーバー」欄の「編集」をクリックします。 

 

2. 「ホスト名」欄をダブルクリックし、バーチャルキーボードよりホスト名を入力します。 

 

 

3. 「ユーザー名」および「パスワード」欄をダブルクリックし、バーチャルキーボードより 

設定先の FTP サーバーにアクセスするためのユーザー名とパスワードを入力します。 

 

 

4. 「接続テスト」をクリックすると、設定した FTP サーバーへテストアクセスします。 

※接続テストエラーと表示されたら、ホスト名など入力した設定値を見直してください。 

 

5. 設定完了後「OK」をクリックし、「適用」をクリックして完了です。 
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イベント発生時の各通知手段を設定する（つづき） 

【 携帯電話 】 

➢ メニュー > システム設定 > イベント > イベント通知 > 携帯電話タブ 

 

スマートフォンアプリ「Ｐ２Ｐ nViewer」をインストールし、本機のネットワーク情報が登録済みの場合 

各イベントが発生時にお使いのスマートフォンにイベント発生通知が送信されます。 

 

「Ｐ２Ｐ nViewer」のインストール方法や登録方法については、「8.1 P2P ｎViewer をインストール・アカウント

登録する（p.242）」をご覧ください。 

 

携帯電話プッシュ設定メニューの項目 

項目 説明 

最小通知間隔 

イベント発生検知を有効とする最小間隔を選択します。 

例 ： 1 分に設定した場合、イベント発生を検知した後 1 分以内に再度発生した 

同じイベント内容には反応せず、通知を行いません。 

 

アプリからの通知頻度を調整します。 

（ 0 秒 / 1 分 / 5 分 / 10 分 / 15 分 / 30 分 / 60 分 ） 

 

 設定変更後は、「適用」をクリックしてください。 
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外部センサー作動時の動作を設定する（つづき） 

アラームセンサー設定メニューの項目（つづき） 

項目 説明 

 

チェックを入れると、アラーム入力検知時にブザーを鳴らします。 

 

チェックを入れると、アラーム入力検知時にその CH 映像を 

ポップアップ表示します。 

 

チェックを入れると、アラーム入力検知時にインフォメーションポップアップを 

表示します。 

 

チェックを入れると、アラーム入力検知時にメール通知を行います。 

 

チェックを入れると、アラーム入力検知時に FTP サーバーに通知を 

行います。 

 

チェックを入れると、アラーム入力検知時にお使いのスマートフォンに通知を 

行います。 

 

設定変更後は、< 適用 >をクリックしてください。 
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モーション検知時の動作を設定する（つづき） 

モーションセンサー設定メニューの項目（つづき） 

項目 説明 

 

チェックを入れると、モーション検知時にインフォメーションポップアップを 

行います。 

 
チェックを入れると、モーション検知時にメール通知を行います。 

 
チェックを入れると、モーション検知時に FTP サーバーに通知を行います。 

 

チェックを入れると、モーション検知時にお使いのスマートフォンに通知を 

行います。 

 

各種設定後は、「適用」をクリックしてください。 
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ビデオロス発生時の動作を設定する（つづき） 

ビデオロス設定メニューの項目（つづき） 

項目 説明 

 

チェックを入れると、ビデオロス検知時に FTP サーバーに通知を 

行います。 

 

チェックを入れると、ビデオロス検知時にお使いのスマートフォンに通知を 

行います。 

 

設定変更後は、「適用」をクリックしてください。 
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システムイベント発生時の動作を設定する（つづき） 

【 ディスク（つづき） 】 

アクションの項目 

項目 説明 

アラーム出力 
ディスクイベント発生時に、アラーム出力を行う出力ポートを選択します。 

< N/A >は、アラーム出力無効となります。 

 
チェックを入れると、ディスクイベント発生時にブザーを鳴らします。 

 

チェックを入れると、ディスクイベント発生時にインフォメーションポップアップ

を表示します。 

 
チェックを入れると、ディスクイベント発生時にメール通知を行います。 

 

チェックを入れると、ディスクイベント発生時に FTP サーバーに通知を 

行います。 

 

チェックを入れると、ディスクイベント発生時にお使いのスマートフォンに 

通知を行います。 

 

設定変更後は、「適用」をクリックしてください。 
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システムイベント発生時の動作を設定する（つづき） 

【 録画 】 

➢ メニュー > システム設定 > イベント > システムイベント > 録画タブ 

 

緊急録画を開始した場合の動作を設定します。 

 

イベントタイプの項目 

項目 説明 

緊急録画開始 手動録画を開始する場合の動作を設定します。 

 

アクションの項目 

項目 説明 

アラーム出力 
緊急録画開始時に、アラーム出力を行う出力ポートを選択します。 

< N/A >は、アラーム出力無効となります。 

 
チェックを入れると、緊急録画開始時にブザーを鳴らします。 

 
チェックを入れると、緊急録画開始時にメール通知を行います。 

 

チェックを入れると、緊急録画開始時に FTP サーバーに通知を 

行います。 

 

チェックを入れると、緊急録画開始時にお使いのスマートフォンに通知を 

行います。 

 

設定変更後、「適用」をクリックしてください。 
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システムイベント発生時の動作を設定する（つづき） 

【 システム 】 

➢ メニュー > システム設定 > イベント > システムイベント > システムタブ 

 

本機の温度警告などシステムに関するイベントが発生した場合の動作を設定します。 

 

イベントタイプの項目 

項目 説明 

システム起動 本機が起動した場合の動作を設定します。 

ログインエラー 

パスワードの誤入力によりログインに失敗した場合の動作を設定します。 

※ イベントタイプ項目をクリックし、ログインに何回失敗したらイベントを 

※ 発生させるかを指定することができます。 

（ リトライ 1 回 / 2 回 / 3 回 / 4 回 / 5 回 ） 

 

 設定変更後、「適用」をクリックしてください。 
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システムイベント発生時の動作を設定する（つづき） 

【 システム（つづき） 】 

アクションの項目 

項目 説明 

アラーム出力 
システムイベント発生時に、アラーム出力を行う出力ポートを選択します。 

< N/A >は、アラーム出力無効となります。 

 
チェックを入れると、システムイベント発生時にブザーを鳴らします。 

 

チェックを入れると、システムイベント発生時にインフォメーションポップ 

アップを表示します。 

 
チェックを入れると、システムイベント発生時にメール通知を行います。 

 

チェックを入れると、システムイベント発生時に FTP サーバーに通知を 

行います。 

 

チェックを入れると、システムイベント発生時にお使いのスマートフォンに 

通知を行います。 

 

設定変更後、「適用」をクリックしてください。 
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システムイベント発生時の動作を設定する（つづき） 

【 ネットワーク 】 

➢ メニュー > システム設定 > イベント > システムイベント > ネットワークタブ 

 

ネットワークに関するイベントが発生した場合の動作を設定します。 

 

イベントタイプの項目 

項目 説明 

ネットワークエラー 

本機のネットワーク接続にエラーが発生した場合の動作を設定します。 

※ 本機のネットワーク設定を行わない場合は、通知を行わない設定に 

※ してください。 

クライアントログインエラー 

クライアント PC から本機へログインに失敗した場合の動作を設定します。 

※ 本項目をクリックし、ログインに何回失敗したらイベントを発生させるか 

米 を指定することができます。 

（ リトライ 1 回 / 2 回 / 3 回 / 4 回 / 5 回 ） 

DDNS 更新エラー 

DDNS アドレスの更新に失敗した場合の動作を設定します。 

※ 本項目をクリックし、更新に何回失敗したらイベントを発生させるかを 

※ 指定することができます。 

（ リトライ 1 回 / 2 回 / 3 回 / 4 回 / 5 回 ） 

IP 衝突イベント 同じネットワーク内に IP アドレスが重複している場合の動作を設定します。 

AI ボックス障害イベント 現在のバージョンではサポートしていません。 

 

 設定変更後、「適用」をクリックしてください。 
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システムイベント発生時の動作を設定する（つづき） 

【 ネットワーク（つづき） 】 

アクションの項目 

項目 説明 

アラーム出力 

ネットワークイベント発生時に、アラーム出力を行う出力ポートを 

選択します。 

< N/A >は、アラーム出力無効となります。 

 
チェックを入れると、ネットワークイベント発生時にブザーを鳴らします。 

 

チェックを入れると、ネットワークイベント発生時にインフォメーションポップ 

アップを表示します。 

 
チェックを入れると、ネットワークイベント発生時にメール通知を行います。 

 

チェックを入れると、ネットワークイベント発生時に FTP サーバーに通知を 

行います。 

 

チェックを入れると、ネットワークイベント発生時にお使いのスマートフォンに 

通知を行います。 

 

設定変更後、「適用」をクリックしてください。 
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録画モードを選択する（つづき） 

【 スケジュール・イベント録画設定（ かんたん設定 ） 】 

➢ メニュー > 録画設定 > 録画モード > モード（かんたん設定） > スケジュール・イベント録画設定 

 

録画モードにて〈 かんたん設定 〉を選択します。 

 

スケジュール・イベント録画設定の項目（かんたん設定） 

項目 説明 

常時録画 

（HD 録画日数を優先） 

長期間の録画ができるよう解像度/画質/フレームレートを自動で 

調整します。 

常時録画 

（HD 録画画質を優先） 

最大解像度/最高画質/最大フレームレートで連続録画（24 時間録画）を 

行います。 

モーション録画 普段は録画を行わず、モーションを検知した場合のみ録画を行います。 

アラーム録画 普段は録画を行わず、アラーム入力が発生した場合のみ録画を行います。 

モーション or 

アラーム録画 

普段は録画を行わず、モーション検知あるいはアラーム入力が 

発生した場合のみ録画を行います。 

モーション優先/ 

常時録画 

普段は低解像度/低画質/低フレームレートで録画を行い、 

モーションを検知した場合に、最大解像度/最高画質/最大フレームレート 

で録画を行います。 

アラーム優先/ 

常時録画 

普段は低解像度/低画質/低フレームレートで録画を行い、 

アラーム入力が発生した場合に最大解像度/最高画質/最大フレームレート 

で録画を行います。 

モーション or アラーム 

優先/常時録画 

普段は低解像度/低画質/低フレームレートで録画を行い、 

モーション検知あるいはアラーム入力が発生した場合に 

最大解像度/最高画質/最大フレームレートで録画を行います。 

 

設定変更後は、「適用」をクリックしてください。 
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録画モードを選択する（つづき） 

【 スケジュール・イベント録画設定（ マニュアル設定 ） 】 

➢ メニュー > 録画設定 > 録画モード > モード（マニュアル設定） > スケジュール・イベント録画設定 

 

 

スケジュール/イベント録画設定メニューの項目（マニュアル設定） 

項目 説明 

スケジュール設定 スケジュールを行う単位を設定します。 

毎日 ： 毎日同じスケジュールで録画を行います。 

曜日 ： 1 週間のうち曜日ごとに異なるスケジュールで録画を行います。 

※ スケジュール設定時に、曜日ごとに録画タイミングを設定したい場合は、 

※ 〈 曜日 〉を必ず選択してください。 

プリイベント録画 イベント発生の何秒前からの映像を録画するかを設定します。 

※10 秒または 15 秒を選択した場合、解像度を下げた映像でプリイベント 

録画を行います。 

ポストイベント録画 イベント発生の何秒後まで映像を録画するかを設定します。 

 

設定変更後は、「適用」をクリックしてください。 

 

※ マニュアル設定を適用する場合は、これ以降の常時録画・モーション録画・アラーム録画

の設定を行ってください。 
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常時録画時のパラメータ・スケジュールを設定する（つづき） 

2. 各 CH のタイムライン上をドラッグ&ドロップして設定範囲を選択します。 

 
 

「オン」を選択すると有効となり、水色で表示されます。（オフは黒色で表示されます。） 

初期設定では、全 CH が全ての時間、常時録画機能が有効となっています。 

 

3. 「スケジュール設定」が「曜日」である場合、曜日ごとにスケジュールを設定できます。 

 

 

 

 

 

4. スケジュール設定後、「適用」をクリックします。 
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常時録画時のパラメータ・スケジュールを設定する（つづき） 

5. 続けて、「パラメータ」タブをクリックします。 

 

 

6. 画面上のタイムライン上をドラッグ&ドロップして、設定範囲を選択します。 

7. パラメータ設定画面で、各 CH 行の項目を設定します。 

 

 

 

項目 説明 

解像度 録画する画像サイズを指定します。 

FPS フレームレート（1 秒間に何枚の画像を録画するか）を指定します。 

画質 録画する画質を指定します。 

音声 

音声記録を行うかどうかを設定します。 

<< 注意 >> 

IP カメラを登録している CH は、音声記録・再生は対応しません。 

あらかじめご了承ください。 

ライブ音声出力の手順については、「3.3.1 スピーカーから音声を出力する 

（ｐ.100）」をご覧ください。 

 

8. 設定後、「OK」をクリックし、「適用」をクリックして完了です。 

適用後は、設定されたパラメータ・スケジュールで常時録画を行います。 
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タイムサーチ（つづき） 

3. カレンダー上で日付を選択し、画面右上にタイムバーが表示されます。 

ドラッグ&ドロップでタイムバーを移動させ、見たい映像の時間帯を選択します。  

 

※ タイムバー上では、映像のある時間帯が録画モードごとに色つきで表示されます。 

緑 ・・・ 常時録画 / 赤 ・・・ アラーム録画 / 青 ・・・ モーション録画 

黄 ・・・ 緊急録画 / 黄緑 ・・・ プリイベント録画 

 

タイムバーでの操作項目 

アイコン 説明 

 

タイムバーを最新の状態に更新します。 

 

 タイムバーをズームイン / ズームアウトします。 

 

タイムバーを左右にスクロールします。 

 

※再生日時を細かく設定したい場合 

再生する映像の日時が判明している場合は、直接日時を指定して再生を行うことができます。 

① カレンダー下の時刻入力欄にある  をクリックし、日時指定ウィンドウを表示します。 

② 上下の矢印のアイコンをクリックし、年/月/日/時/分/秒 を設定します。 

 

③ 「OK」をクリックします。 

 

4. 画面右下の「再生」をクリックすると、再生画面となり選択した時間からの映像を表示します。 

※再生画面の操作方法については、「4.5 再生画面での操作・見方（p.194）」をご覧ください。 
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サムネイルサーチ（つづき） 

4. 画面右上のタイムバーから、検索する時間帯を選択します。 

※ タイムバーの見方については、「4.1 録画映像を再生する（タイムサーチ）（p.188）」を 

ご覧ください。 

 

5. 画面右に映像のサムネイルが表示されるので、その中から再生したいサムネイルをクリックします。 

画面左下のプレビューウィンドウに映像が再生されます。 

 

 

6. 画面下の「再生」をクリックすると、再生画面となり選択した時間からの映像を表示します。 

※再生画面の操作方法については、「4.5 再生画面での操作・見方（p.194）」をご覧ください。 
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イベントサーチ（つづき） 

4. 画面左上の〈 イベント 〉欄から検索対象とするイベントを選択します。 

〈 すべて 〉のチェックを入れると、全イベント検索を検索できます。 

検索対象を設定後、〈 サーチ 〉をクリックします。 

 

• 全 ： すべてのイベントログを検索します。 

• アラーム ： アラーム入力を検出したログを検索します。 

• ビデオ ： ビデオロス・ビデオロスからの復帰したログを検索します。 

• システム ： ログインやシステム起動、システムエラーなどのログを検索します。 

• ネットワーク ： 遠隔接続やネットワークエラーなどのログを検索します。 

• モーション ： モーション検知が発生したログを検索します。 

• 録画 ： 各録画モードで録画を開始したログを検索します。 

• ストレージ ： HDD エラーなどが発生したログを検索します。 

• IP カメラ ： 各 CH の IP カメラの接続・切断・ログインエラーのログを検索します。 

• 設定 ： レコーダーの設定変更を行ったログを検索します。 

 

5. 検索で表示されたログの中から再生したい映像のものを選択します。 

< 並び替え >でイベントログの並びを変更できます。 

 

 

6. 画面下の< 再生 >をクリックすると、再生画面となりイベント発生時の映像を表示します。 

※再生画面の操作方法については、「4.5 再生画面での操作・見方（p.194）」をご覧ください。 
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各種アイコンのはたらき（つづき） 

再生画面アイコン 

アイコン 説明 

 

再生画面を最大化します。 

 

画面の分割表示を切り替えます。 

4CH モデル ： 最大 4 分割      8CH モデル ： 最大 9 分割  

16CH モデル ： 最大 16 分割 

 

<< 注意 >> 

録画再生時、1 画面表示から分割表示画面に切替えると、フレーム処理のため 

1 コマ進んだ状態で表示されます。また、画面を切替えた際に映像が非表示の状態で 

あっても、再生アイコン  をクリックすることで正常に映像再生を再開します。 

 

OSD メニューを非表示にします。 

 
再生中、映像を 5 秒戻します。 

 

再生中： 巻戻しを行います。 

クリックするごとに倍率を変更できます。（ x2 / x4 / x8 / x16 / x32 / x64 ） 

一時停止中： コマ戻しを行います。（1 フレームずつ戻します。） 

 
逆方向再生をします。 

 
再生中に一時停止をします。 

 
正方向再生をします。 

 

再生中： 早送りを行います。 

クリックするごとに倍率を変更できます。（ x2 / x4 / x8 / x16 / x32 / x64 ） 

一時停止中： コマ送りを行います。（1 フレームずつ進みます。） 

 

再生中、映像を 5 秒送ります。 

 

1 画面表示のとき、デジタルズーム画面に入ります。 

※詳細は、「2.5 映像を拡大表示(デジタルズーム)する（p.56）」をご覧ください。 

 

1 画面表示のとき、カメラのスナップショット（静止画）を保存します。 

※詳細は、「4.5.2 スナップショット保存（p.196）」をご覧ください。 

 

録画映像をバックアップするためのリザーブデータ（予約）を作成します。 

※詳細は、「4.5.3 バックアップ予約をする（p.198）」をご覧ください。 
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スナップショットを保存する（つづき） 

5. 「書込」をクリックした場合、さらに書込み設定画面が表示されます。 

 

 

書込設定メニューの項目 

項目 説明 

デバイス名 USB メモリーなどを接続している場合、外部メモリー名を表示します。 

タグ名 バックアップデータの名前を入力します。（必須） 

メモ テキストデータ内にメモとして情報を入力することができます。（任意） 

バックアップ 静止画のバックアップを開始します。 

デバイス 

フォーマット後に 

書込 

バックアップ先のデバイス内をフォーマットし、 

その後、静止画のバックアップを開始します。 

※ あらかじめデバイス内に保存されているデータは全て消去されます。 

キャンセル 静止画のバックアップを中止します。 

 

6. 「デバイス名」と「タグ名」を設定後、「バックアップ」をクリックします。 

 

7. 「データの書込みが正常に完了しました。」と表示されたら、< OK >をクリックしバックアップ完了です。 
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バックアップ予約をする（つづき） 

3. リザーブ設定画面にて各項目に入力し、〈 開始 〉をクリックします。 

 

 

リザーブ設定メニューの項目 

項目 説明 

タグ リザーブデータのタイトルを入力します。（必須） 

開始 バックアップ映像開始時刻を表示します。 

終了 バックアップ映像終了時刻を表示します。 

メモ ブックマークのコメントを入力します。（任意） 

情報 バックアップデータの容量を表示します。 

バックアップ 

チャンネル 
バックアップを実行するカメラチャンネルを選択します。（必須） 

ログ チェックを入れると、バックアップ時にログのテキストデータを保存します。 

コーデック チェックを入れると、バックアップ時に映像再生に必要なコーデックを保存します。 

リザーブ リザーブデータを登録します。 

実行 バックアップを開始/再開します。 

開始 開始点において、リザーブを開始します。 

停止 終了点において、リザーブを終了します。 

 

※ リザーブデータを作成中は、リザーブ作成アイコンが  と表示されます。 
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バックアップ予約をする（つづき） 

4. リザーブ動作を終了させる場合は、リザーブアイコン  をクリックし、「停止」をクリックします。 

「停止」をクリックすると、「リザーブ」が選択できるようになります。 

※クイックメニューから操作する場合は、「リザーブ停止」をクリックします。 

※「実行」をクリックすると、リザーブ動作を再開します。 

 

 

< 開始（終了） >にリザーブ期間が表示されます。 

< 情報 >にデータ容量が表示されます。 

 

5. 「リザーブ」をクリックし、表示された確認画面で「OK」をクリックしバックアップ予約は完了です。 

 

※ ブックマークした映像を実際に USB メモリーなどに保存するには、「5‐2 リザーブデータをバックアップ

する（p.206）」をご覧ください。
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記録映像をバックアップする（つづき） 

5. 画面右上のタイムバーから、映像をバックアップする時間帯をドラッグ&ドロップで範囲選択します。 

 

※ タイムバーの見方・操作については、「4.1 録画映像を再生する（タイムサーチ）（p.187）」を 

ご覧ください。 

※ 1 度にバックアップできるデータ容量は、最大 20GB です。 

 

※バックアップ日時を細かく設定したい場合 

① カレンダー下の< 開始（終了） >にある  をクリックし、日時指定ウィンドウを表示します。 

② 上下の矢印のアイコンをクリックし、年/月/日/時/分/秒 を設定します。 

 

③ 「OK」をクリックします。 

 

6. 画面左のチェックボックスで、映像と一緒に保存するデータの設定を行います。 

 

⚫ ログ ・・・ チェックを入れると、バックアップ映像のイベントログのテキストデータを保存します。 

⚫ プレイヤー ・・・ チェックを入れると、バックアップ映像を PC で再生するために必要な 

プレイヤーを保存します。 

⚫ コーデック ・・・ チェックを入れると、バックアップ映像を PC で再生するのために必要な 

ビデオコーデックを保存します。 
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記録映像をバックアップする（つづき） 

7. 画面左下の〈 情報確認 〉をクリックします。 

〈 バックアップ情報 〉欄にバックアップを行うデータの容量を表示します。 

 

 

8. 画面右下の〈 書込み 〉をクリックします。 

※〈 リザーブ 〉をクリックすると、リザーブデータに追加されます。 

米→詳細は、「5.2 リザーブデータをバックアップする（p.206）」をご覧ください。 

 

9. 各項目に設定値を入力します。 

 

• デバイス名 ・・・ 保存先のメディアを選択します。 

• データ形式 ・・・ データの保存形式を選択します。 

✓ AVI ・・・ 汎用形式です。WindowsMediaPlayer などで再生できます。 

✓ RAW ・・・ 独自形式です。再生には専用のソフトが必要です。 

✓ RAW（暗号化） ・・・ 独自形式に加え、パスワードを設定できます。 

    パスワード設定欄に再生時のパスワードを入力してください。 

 

• タグ名 ・・・ 任意の値を入力してください。 

• メモ ・・・ 任意の値を入力してください。 
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記録映像をバックアップする（つづき） 

10. 〈 バックアップ 〉をクリックすると、バックアップを実行します。 

〈 デバイスフォーマット後にバックアップ 〉をクリックすると、始めに保存先デバイスをフォーマットし、 

その後、バックアップを行います。 

 

※バックアップ中は、下記項目にご注意ください。 

• 全ての操作ができなくなります。 

• 本機の電源は絶対に切らないでください。 

• 実行中は、USB メモリーを本機から抜き取らないでください。 
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リザーブデータをバックアップする（つづき） 

5. 画面右下の「書込」をクリックします。 

※ 「再生」をクリックすると映像を再生します。 

 

6. 各項目に設定値を入力します。 

 

• デバイス名 ・・・ 保存先のメディアを選択します。 

• データ形式 ・・・ データの保存形式を選択します。 

✓ AVI ・・・ 汎用形式です。WindowsMediaPlayer などで再生できます。 

✓ RAW ・・・ 独自形式です。再生には専用のソフトが必要です。 

✓ RAW（暗号化） ・・・ 独自形式に加え、パスワードを設定できます。 

    パスワード設定欄に再生時のパスワードを入力してください。 

 

• タグ名 ・・・ 任意の値を入力してください。 

• メモ ・・・ 任意の値を入力してください。 

 

7. 「バックアップ」をクリックすると、バックアップを実行します。 

「デバイスフォーマット後バックアップ」をクリックすると、始めに保存先デバイスをフォーマットし、 

その後、バックアップを行います。 

 

※バックアップ中は、下記項目にご注意ください。 

• 全ての操作ができなくなります。 

• 本機の電源は絶対に切らないでください。 

• 実行中は、USB メモリーを本機から抜き取らないでください。 

   

【 リザーブデータを削除する場合 】 

削除したいデータ行の  をクリックすると、選択したデータが削除されます。 
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バックアップデータを再生する（つづき） 

3. リストの中から、再生したいデータをクリックして選択します。 

※選択したファイルは赤色の枠で表示されます。 

詳細アイコン  をクリックすると、バックアップデータの詳細情報が表示されます。 

 
< 閉じる >をクリックすると、元の画面に戻ります。 

 

4. 画面右下の〈 再生 〉をクリックすると映像を再生画面となりバックアップデータを再生します。 

再生画面に表示される各アイコンについては、「4.5.1 各種アイコンのはたらき（p.194）」をご覧ください。 
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専用プレイヤーで再生する（つづき） 

4. 以下のウィンドウで、「はい」をクリックします。 

 

 

※「RAW（暗号化）」を選択していた場合、再生時にパスワードを要求されます。 

確認画面でパスワードを入力し、「Confirm」をクリックしてください。 

 

 

5. バックアップ映像が再生されます。 

 

※ 専用プレイヤーの操作については、「5.5.3 専用プレイヤーでの操作・見方（p.215）」を 

※ ご覧ください。 
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専用プレイヤーでの操作・見方（つづき） 

【 操作アイコンのはたらき 】 

アイコン 説明 

 
映像を逆方向にスロー再生します。  

クリックするごとに倍率を変更できます。（ x1/2 / x1/4 / x1/8 ） 

 
映像を早巻き戻しします。  

クリックするごとに倍率を変更できます。（ x2 / x4 / x8 / x16 ） 

 一時停止中、1 秒前の映像に移動します。 

 映像を逆再生します。 

 映像を一時停止します。 

 映像を再生します。 

 
一時停止中、1 秒後の映像に移動します。 

 
映像を早送りします。 

クリックするごとに倍率を変更できます。（ x2 / x4 / x8 / x16 ） 

 
映像をスロー再生します。  

クリックするごとに倍率を変更できます。（ x1/2 / x1/4 / x1/8 ） 

 再生速度を表示します。 
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PTZ 操作設定メニューの項目 

番号 名称 説明 

① CH 切換え PTZ 操作を行うカメラ CH を選択します。 

② プリセット 

プリセットの登録 ・・・ プリセット NO.を選択し、名前を入力し

て 

「セット」 をクリックすると、下のリストに追加されます。 

 

プリセットの移動 ・・・ プリセット NO.を選択し、    を 

クリックすると登録したプリセットに移動します。 

③ プリセットリスト 
 

 

 

④ 
スキャン/ツアー 

スキャンやツアー（自動巡回）の設定および動作をオン/オフし

ます。 

 

 
 

スキャン ： 2 つのプリセット間を交互に移動します。 

設定画面では 2 つのプリセット位置を決定し、何秒間停止させ

るかを 

選択して「OK」をクリックします。 

「OK」をクリックするとスキャンを開始します。 

 

ツアー（自動巡回） ： 最大 16 のプリセットを順番に移動しま

す。 

設定画面では、上から順に移動させるプリセット位置を決定

し、 

何秒間停止させるかを選択して「OK」をクリックします。 

「OK」をクリックするとツアーを開始します。 

⑤ 
 

パン・チルト方向に移動を行います。 

 
カメラのホームポジションに移動します。 

詳細設定 PTZ 速度等の詳細設定画面に入ります。 

⑥ 

 

ズーム/フォーカス/アイリスの設定を行います。 

⑦ ライブアイコン 
ライブ画面と同様、緊急録画や音声出力切換え等を行いま

す。 

⑧ ステータス 録画やアラームのステータスを表示します。 

⑨ 補助機能 
オートフォーカスを作動させます。 

※お使いのカメラによっては使用できない場合があります。 

⑩ 終了 ライブ画面に戻ります。 

 

・・・ クリックするとそのプリセットに移動します。 

・・・ クリックするとそのプリセットを削除します。 

 

・・・ クリックすると、それぞれの設定画面に入ります。 
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Edge を Internet Explorer モードで運用する（つづき） 

3. 画面左のメニューアイコンをクリックします。 

4. メニューから「既定のブラウザー」をクリックします。 

 

 

5. 「Internet Explorer モードでサイトの再読み込みを許可」を「許可」もしくは「オン」に変更します。 

6. 「再起動」をクリックし、Edge を再起動します。 

 

 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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Edge を Internet Explorer モードで運用する（つづき） 

7. 本機へブラウザ接続後、再度画面右上のメニューアイコンをクリックします。 

8. 「Internet Explorer モードで再度読み込む」をクリックして完了です。 

 

 

⑦ 

⑧ 





 

224 

 

WEB ビューワーからアクセスする（つづき） 

4. PC 画面下に表示されるメッセージの「許可」をクリックします。 

 

 

5. しばらくすると再度 PC 画面下にメッセージが表示されるので、「インストール」をクリックします。 

 

 

6. 認証情報の設定画面が表示された場合は、本機に登録済みのメールアドレスを入力または、 

「次回に認証する」をクリックします。 

 

 

7. インストール完了後、ライブ画面が表示されます。 
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WEB ビューワーの操作・見方（つづき） 

WEB ビューワー操作の項目 

番号 名称 説明 

⑫ スナップショット 選択したCHのライブ画面の静止画を取得します。 

⑬ 
全 CH 

スナップショット 
全 CH のライブ画面の静止画を取得します。 

⑭ クイックバックアップ 

選択した CH のライブ映像のバックアップを取得します。 

クリックすると、アイコンが点灯し、バックアップが始まります。 

再度クリックすると、アイコンが消灯し、バックアップが終了します。 

終了後は、データの保存場所が表示されます。 

 

バックアップした映像は、Windows Media Player にて再生できます。 

⑮ 緊急録画 

緊急録画を開始します。 

有効中は、アイコンが点灯します。 

再度クリックすると、アイコンが消灯し緊急録画が停止します。 

⑯ アラームステータス 接続中のレコーダーのアラーム動作状況を表示します。 

⑰ 
ネットワーク 

ステータス 
接続中のレコーダーのネットワークステータス画面を表示します。 

⑱ 
ネットワーク 

ステータス 
接続中のレコーダーの IP アドレスなどを表示します。 
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録画映像を再生する（タイムサーチ）（つづき） 

3. 「CH」にて、再生したいカメラチャンネルを選択すると、プレビュー画面に録画映像が表示されます。 

「全」を選択した場合は、全てのカメラチャンネルの録画映像を表示します。 

 

4. 画面右下の「再生」をクリックします。 

録画映像の再生画面に切り替わります。 
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録画映像を再生する（イベントサーチ）（つづき） 

4. 「サーチ」をクリックします。 

 

イベント履歴は一度に 100 件まで表示されます。 

 

5. イベント一覧から再生したい項目をクリックし、「再生」をクリックします。 

録画映像の再生画面に切り替わります。 
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録画映像をバックアップする（つづき） 

3. 画面真ん中上の「CH」欄にてバックアップを行うカメラチャンネルを選択します。 

チェックのある CH がバックアップ対象です。 

 

 

4. 「デバイス名」にて、保存先を選択します。 

「PC」 ・・・ 接続中のパソコンにバックアップデータを保存します。 

「FTP」 ・・・ FTP サーバーにバックアップデータを保存します。 

 

5. 「情報確認」をクリックします。 

保存容量が表示されます。 

 
 

6. 画面右下の「書込」をクリックします。 

「リザーブ」をクリックすると、ブックマークとして一時保存できます。 

リザーブデータのバックアップについては、「5.2 リザーブデータをバックアップする（p.206）」を 

ご覧ください。 

 

7. 「タブ名」にバックアップデータの名前を設定します。 

「メモ」は任意で内容を設定します。 
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録画映像をバックアップする（つづき） 

8. 「バックアップ」をクリックします。 

バックアップ完了のメッセージが表示されたら「OK」をクリックして完了です。 

 

 

 バックアップした映像データの再生方法については、「5.5 PC バックアップ映像を再生する（p.210）」を 

ご覧ください。 
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リザーブデータの管理（つづき） 

2. バックアップしたいリザーブデータ行をクリックします。 

 

「すべてキャンセル」をクリックすると、保存済みのリザーブデータリストを全て削除します。 

 

3. 画面右下の「書込」をクリックします。 

「再生」をクリックすると、選択したリザーブデータを再生します。 

 

4. 「データ形式」を選択します。 

 

 

5. 「バックアップ」をクリックします。 

バックアップ完了のメッセージが表示されたら「OK」をクリックして完了です。 
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遠隔地のレコーダーと音声通話を行う（つづき） 

7. PC から WEB ビューワーにて本機へアクセスします。 

 

8. 設定アイコン  をクリックし、設定画面を開きます。 

9. 「音声」欄の「同期」にチェックを入れ、「ライブ出力 CH」欄で、ライブ画面で音声出力を行う CH を選択 

します。設定後は、「OK」をクリックしてください。 

 

10. WEB ライブ画面のマイクアイコン  とスピーカーアイコン  を有効にすると通話を開始します。 

 

以上で、マイクへ話した内容が相手側のスピーカーから出力されます。 

 


























































